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事務局だより

P a r t n e r s h i p  A w a r d

　

第7回パートナーシップ大賞
ＮＰＯと企業の協働事業を募集しています！

P a r t n e r s h i p  A w a r d

行政

NPO

行政企業

　地域社会に役立つ仕事をする人材を育てることを目的とした、基金訓練「社会的

事業者育成科（６ヵ月コース）」。５月６日、少し緊張した雰囲気の中、年齢や経

歴などさまざまの個性豊かな受講生２５名を迎え、講座がスタートしました。

　５月～６月は、「社会的事業とは？」「ＮＰＯとは？」という基本的な理解を促

すための講義、２０団体以上のＮＰＯの活動紹介をする「事例研究」、ワード・エ

クセルなど基礎的なパソコンスキルを身につけるための「パソコン研修」を組み合

わせながら、社会的事業分野での起業・就労に向けた土台づくりをしています。

　回を重ねるごとにワークショップでは議論が盛り上がるようになり、「人によっ

て意見が全く違うことが新鮮だった」「さまざまな視点を持つことができた」とい

う声が多く挙がっています。また、講座が進むにつれ受講生同士の一体感も深まってきました。

　６月末からいよいよＮＰＯなどでのインターン研修が始まります。協力・指導してくださる講師の方やＮＰＯ団体の方に感謝し

つつ、前半の講義で得た知識が確実に定着するように、講座運営を進めていきたいと思っています！（松橋）

　6月に新たに受託した本事業は、ＰＳＣが今強化の対象としているコン

サルティング事業に、より本格的に取り組めるという点で大きな意義のあ

る事業と言えます。

　この事業では中小企業に対して、それぞれステークホルダー・ダイアロ

グを実施し、それをもとに各社の課題の抽出や進むべき方向を検討し、提

言していく事業です。

　中小企業の経営者の方にとっては、新たな活路を見出すチャンスになる

はずですので、ぜひ手を挙げていただければと思います。またこの事業の

担当者となる新規雇用者の雇用が要件となり４名を募

集する予定ですので、関心のある方は、ハローワーク

を通じてぜひご応募を！

　お知り合いの方がいらっしゃいましたらぜひご紹

介をよろしくお願いします。（村田）

　　　　　　　　　　　　 パートナーシップ大賞は、

　　　　　　　　　　　 ＮＰＯと企業との協働事業の

　　　　　　　　　　　 中で、特に社会にインパクト

　　　　　　　　　　　 を与え、独創的で特色のある

　　　　　　　　　　　 事業を表彰することにより、

　　　　　　　　　　　「ＮＰＯと企業のパートナー

　　　　　　　　　　　 シップ」を推進することを目

　　　　　　　　　　　 的とし、２００２年に創設し

　　　　　　　　　　　  ました。ＰＳＣが最も力を入

　　　　　　　　　　　 れている事業の一つでもあり

、　　　　　　　　　　　 今回で７回目となります。　

　　　　　　　　　　　　第６回までの本事業には、

さまざまな分野で活躍する団体・企業からの協働事業が、

全国３２都道府県から１４６事例（１８５団体・３５２企

業）集まり、社会的にもますます注目度が高まってき

ました。

　本年度は、全国の支援センターと大学等の研究機関

のご協力を得て、さらに充実した体制で開催すること

になりました。全国のみなさまからのご応募をお待ち

しています！（水野）

・募集期間：６月１日（火）～７月３１日（土）

・募集要項・応募用紙は、ＰＳＣのＷｅｂサイトから

　ダウンロードしていただけます

・最終審査＆表彰式：11月27日（土）

・お問い合わせ：第７回パートナーシップ大賞募集係

　

▲

　顔の見える関係の中で、人と人とのつながりを大切にして、お互

いに助けたり、助けられたりする関係をつくっていく福祉のまちづ

くり。地域の助け合い・支え合いの担い手を養成する講座を開催致

します。　　　

　本年度は、地域福祉の現場見学や助け合い･支え合い事業のいろ

いろを学び、仲間づくりをする＜初級編＞と、活動の立ち上げを基

本から学び、事業プランを作成する＜ステップアップ編＞の２コー

スを用意しました。「関心はあるが自信がない」「いつか始める時

のために準備しておきたい」「経験やネットワークを活かしたい」

という方も大歓迎。あなた自身が住み慣れた地域で安心して暮らし

ていくためにも、第一歩を踏み出しませんか。（下平）

※募集は７月中旬より開始予定（各編定員２０名）

　お気軽にお問い合わせください。

　（お問い合わせ先：ＰＳＣ／０５２－７６２－０４０１）

　高まる熱気の中で実施し、｢わが市町でも協働事業仕分けを検

討すべし｣とのアンケート回答を参加者の８０％から得た昨年度

の｢協働事業模擬仕分け｣事業。その余韻を追い風とし、今年度も

基本的には同じ趣旨で企画案を提出、さらに審査員に対する説明

会を経て受託に至りました。いわば昨年度事業の続編とはいうも

のの、新しい真の協働推進に至る道筋をより具体的に示すととも

に、協働担当窓口以外の行政職員の参加拡大を実現することで、

さらに一歩前進した取り組みにしたいと考えています。現時点で

はまだ日時・会場とも未定ですが、決定次第ご案内を差し上げま

すので、またよろしくご参加のほどお願いします。（村田）

本年度も継続して受託！

協働事業模擬仕分け(役割分担)

モデル市町ワークショップ事業 
　　　　　　　　　　　　　　　（愛知県社会活動推進課）

　　　　　　　　　　　　　　　　「企業と市民・ＮＰＯがコラボ

　　　　　　　　　　　　　　　できる社会をつくろう！」をスロ

　　　　　　　　　　　　　　　ーガンに昨年度、企業やＮＰＯ向

　　　　　　　　　　　　　　　けに協働講座を開催してきた「コ

　　　　　　　　　　　　　　　ラボ４００」。その集大成として

　　　　　　　　　　　　　　　いよいよ協働のマッチングを目指

　　　　　　　　　　　　　　　し『企業・市民・ＮＰＯ 協働フォ

　　　　　　　　　　　　　　　ーラム』を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　企業とＮＰＯからの協働アイデ

　　　　　　　　　　　　　　　アプレゼンやブースでの活動紹介、

　　　　　　　　　　　　　　　マッチング相談、パートナーシッ

　　　　　　　　　　　　　　　プ大賞入賞の協働事例についてお

　　　　　　　　　　　　　　　話いただく基調講演など、盛りだ

　　　　　　　　　　　　　　　 くさんの内容です。

　　　　　　　　　　　　　　　　協働相手をお探しの企業、ＮＰＯ

　　　　　　　　　　　　　　　の方はもちろん、企業ＣＳＲに興

味のある方、協働について知りたい方など、みなさんのご来場をお

待ちしています。（山崎）
　

　　◆日時：７月１６日（金）　１２：００～１８：００

　　◆場所：名古屋国際会議場４Ｆレセプションホール

　　◆基調講演：積水ハウス㈱環境推進部 部長　佐々木正顕氏

　　　「本業を活かしてＮＰＯとコラボする

　　　　　　　　　　　　～『５本の樹』と生物多様性」

　　◆企業とＮＰＯによる“協働アイデア”のプレゼンテーション

　　◆マッチング相談・ブース展示　など

　　　　　　名古屋開府４００年祭・通年事業「企業・市民・ＮＰＯ コラボ４００」

　　　　『企業･市民･ＮＰＯ�協働フォーラム』開催!!　

　　　　　フォーラムに参加して協働相手を探してみませんか！！

　１　フクダ電子中部販売㈱

　２　㈱安震

　３　富士ゼロックス㈱／

　　　富士ゼロックス愛知㈱

　４　日本政策金融公庫

　　　名古屋支店国民生活事業

　５　㈱リンガフランカサービス

　６　中部電力㈱

　７　東海ゴム工業㈱

　８　㈱デンソー

　９　三井物産㈱中部支社

１０　㈱にんじん

１１　㈲アースマインド

１２　㈱ノムス

１３　㈲ウォーターベル

１４　中日信用金庫

ブース出展&アイデアプレゼンのエントリー

　１　ⅠT工房　

　２　四つ葉親の会　

　３　相互教育ネットワーク・

　　　誰でもヒーロー　

　４　ぴあサポートわかば会

　５　メイド・イン・ジャパン

　　　・プロジェクト　

　６　大ナゴヤ・ユニバーシティー

　　　・ネットワーク(大ナゴヤ大学)

　７　ナイスデイ

　８　ボラみみより情報局

　９　こころとまなびどっとこむ

１０　ライフコンシェルジュ

１１　ゆうき救命の会

１２　ＮＰＯ愛知ネット

１３　みえＮＰＯセンター

１４　こもれびの会

１５　健寿会

１６　宇宙船地球号を救う会

１７　アジア日本相互交流センター

１８　ドリーム

１９　東海自然学園

２０　環境改善技術推進機構

２１　愛知県青年会館

２２　日中経技環協会

２３　物々交換局

２４　まみむめもクラブ

 企業

 ＮＰＯ　（ＮＰＯ法人・任意団体含む）

　はじめまして。損保ジャパンＣＳＯラーニング制度でインター

ン生として６月からお世話になっている吉川昂佑です。名古屋市

立大学公共政策学科４年生です。地域経済の振興・地域資源を活

用した中小企業の事業の在り方・ＮＰＯやボランティアといった

諸活動等、今日重要と考えられている問題に関心があり、勉強し

ながらお手伝いさせていただけることになりました。特に、営利

企業とＮＰＯの協働等、異質な組織同士の

関わりを、どちらの立場からもしっかりと

理解できたらと思います。

　さまざまな方とご縁をいただき、これか

らの世の中に主体的に貢献し、成長できる

ように頑張ります。よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　（吉川）

ＰＳＣインターン生紹介

「人づくり応援マンパワーサポート事業」
受講生募集！

「社会的事業者育成科」（中央職業能力開発協会委託事業）
　 ～ スタートから２ヵ月、基礎固めから次のステップへ～

９月開講

「社会的事業とは？」

“中小企業”及び“事業担当者”を募集します
　「ステークホルダー･ダイアログによる中小企業の
　　　　　　活力向上」事業（愛知県ふるさと雇用再生特別募金事業）

７／16
（金）

　総会も無事終わり、本年度の事業が本格的に動き出しました。

ＰＳＣの事務局スタッフは梅雨空にも負けず慌ただしい毎日を送

っています。本面でも紹介していますが、７月１６日には「企業

・市民・ＮＰＯ協働フォーラム」を開催します。企業

とＮＰＯからどんな協働事業が飛び出すか、アイデア

プレゼンが楽しみです。ぜひ、みなさまもご参加くだ

さいね。（山崎）

～７/３１
新しいしくみで始まりました！

「社会的事業者育成科」（中央職業能力開発協会委託事業）
　 ～ スタートから２ヵ月、基礎固めから次のステップへ～

　名古屋市社会福祉協議会委託事業

　２００１年に私たちパートナーシップ・サポートセンター（ＰＳＣ）が

企画実施した「企業とＮＰＯのマッチング意向調査」（愛知県委託事業）

から９年。ようやく愛知県（社会活動推進課）が本格的に「企業とＮＰＯ

の協働」に取り組むことになり、その第１回会議が６月２日（水）に開か

れました。

　県が打ち出した「新しい公」の領域充実をはかろうと、各セクターによる

協議の場を設置したもので、今年度中に５回の開催を通じ協働促進のための

提言をまとめ、県が協働ロードマップの策定をはかる予定となっています。

「NPOと企業の協働に関する検討会議」
始まりました！

（愛知県）
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主な活動2010年 5月～6月

４．コンサルティング事業

・保養所コンサルティング（愛知県都市職員共済組合）

・三井住友海上｢NPO喫茶カフェアイリス｣支援

・その他　企業・ＮＰＯ・行政各種相談

５．教育啓発事業

・失業者向け委託訓練｢ＮＰＯ・ソーシャルビジネス科｣（愛知県）　　・株式会社 デンソーユニティサービス｢ビジネスマナー＆マインド研修｣

・その他　講師派遣等

６．調査研究事業

・「中小企業における環境・ＣＳR推進のための実態調査」

　（地球環境基金助成金事業）

７．情報受発信事業

・｢ＰＳＣ　Ｒｅｐｏｒｔ｣（奇数月1日発行）の発行

・ホームページの運営・メーリングリストの活用・各種報告書の発行

８．提言活動その他の事業

・行政各種委員としての提言活動・各団体との連携　他

名古屋 9/12（土）14～17 岡崎 9/19（土）9～12
岐阜 9/20（日）午後 刈谷 10/3（土）午後
津 10/4（日）午後

津 11/7（土）午後 名古屋 11/14（土）14～17
岐阜・刈谷11/28（土）午後 岡崎 12/12（土）13～17

名古屋 1/30（土）14～17 刈谷 2/6（土）午後
岐阜 2/20（土） 岡崎 3/6（土）9～12　午後
津 後日決定

◆第1回　企業との協働基礎講座

◆第2回　企画力養成講座

◆第3回　プレゼンテーション力養成講座

活　動　報　告

地域プロデューサーを育成する＜あいち未来塾＞。１期生は県内の各地域をフィールドにグループ活動が本格稼働、２期生はまもなく犬山でのフィールドワーク＆合宿です。（１期生の活動レポートは別項をご覧ください）

　開講３ヵ月目を迎えた２期生は、親睦会を経てすっかり打ち解けたようす。講義の中のワークショップや塾生会運営についての話し合いでは、「課題に対し相互に合意が得られるためには、自分の考えをいかに他者に伝えるかが難しい」「みんな（塾生）のバイタリティに刺激を受ける」と、早くもプロデューサーとしての模擬実践が始まっています。

　それぞれが描くプロデュースを目標に、フィールドワークの下調べ、サブ講義の企画検討へと白熱したムードで進行中です。（下平）
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2なごや環境大学
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主な活動2010年 5月～6月

1

3

2

社会的事業者育成科入校式、愛知労働局訪問

男女共同参画基本計画策定公聴会（参加）

なごや環境大学総会

なごや環境大学講座（第１回）

PSC会計監査、あいち未来塾２期生相談、コラボ400会計監査

Ｐ賞協力大学・NPO事前研修・運営委員会

愛知県社会活動推進課・協働事業提案説明会、東北大学シ

ンポジウム

保養所月例ミーティング、コラボ400・協働フォーラム

アイデア&ブース出展募集開始、損保ジャパンCSOラー

ニング制度面接

第1回PSC理事会、愛知県キャリアアップ研修事業ヒアリング

愛知県労働福祉課事業提案プレゼンテーション、なごや環

境大学講座（第２回）、　ウィルあいち運営会議

カフェ・アイリス運営会議、シニアボランティア会議、

名古屋市来所

保養所研修、保養所報告（１）

愛知県社会活動推進課事業提案説明会、保養所報告（２）

コラボ400・第７回運営委員会、なごや環境大学講座（第

３回）、　愛知県緊急雇用創出事業基金事業説明会

あいち未来塾２期生グループ活動相談

名古屋市交通問題調査会、ウィズ名古屋・井田氏来所

第２回ＰＳＣ理事会、ＰＳＣ定時総会

Ｐ賞・事業募集開始、保養所報告（３）、中部経済産業局訪問

愛知県NPOと企業の協働検討会議、なごや環境大学講座

（第４回）、　名古屋市社会福祉協議会・事業打ち合わせ

NPO法人会計基準｢最終案｣学習会in東海

富士ゼロックス来所

あいち未来塾２期生グループミーティング（旧･チームえんむす）

マックス・ヴァルト研究所来所

日本政策金融公庫名古屋支店来所、なごや環境大学講座

（最終・第５回）

中部電力環境懇談会、愛知県地域産業課来所、なごや環

境大学事務局来所

SR円卓会議運営委員会（参加）

おうみ未来塾（大津）１１期生入塾式

保養所月例ミーティング、東海市まちづくり推進事業一次審査

コラボ400・協働フォーラムアイデア&出展募集締切

安田氏サロン（講師）

コラボ400・第８回運営委員会、カフェ･アイリス運営会

議、損保ジャパン来所

保養所研修（～２１日）

コラボ４００・協働フォーラム会場打ち合わせ

ウィルあいち運営会議

愛知県実務者会議

三井物産来所

東海市まちづくり推進事業二次審査

コラボ４００・協働フォーラム出展者説明会、名古屋市交

通問題調査会第３専門部会

3

２期生のグループ活動がスタート！

5 /6 (木 )

5 / 7 (金 )

5/10(月 )

5/12(水 )

5/13(木 )

5/15(土 )

5/16(日 )

5/17(月 )

5/18(火 )

5/19(水 )

5/20(木 )

5/24(月 )

5/25(火 )

5/26(水 )

5/27(木 )

5/28(金 )

5/29(土 )

6 / 1 (火 )

6 / 2 (水 )

6 / 3 (木 )

6 / 4 (金 )

6 / 5 (土 )

6 / 8 (火 )

6 / 9 (水 )

6/10(木 )

6/11(金 )

6/13(日 )

6/14(月 )

6/15(火 )

6/16(水 )

6/17(木 )

6/20(日 )

6/21(月 )

6/23(水 )

6/24(木 )

6/25(金 )

6/26(土 )

6/30(水 )

　なごや環境大学実行委員会主催講座として、５月１２日から

スタートした「新しい協働アイデアを探そう！～企業とＮＰＯ

の協働による環境活動～（全５回）」。

　ＰＳＣ岸田代表による協働基礎講座「協働って何？」に続

き、傘木宏夫氏（ＮＰＯ地域づくり工房代表理事）、田村満氏

（㈱高田自動車学校）、岩間誠氏（ＮＰＯ法人いびがわミズみ

ずエコステーション理事）を長野県・岩手県・岐阜県からお招

きし、独自の取り組みを熱く語っていただきました。

　受講者アンケートからは「熱意が伝わってきた」「活かせる

アイデアの種がたくさんあった」といった声が多数寄せられま

した。

　

　６月９日の最終回は、これまでの振り返りとワークショップ

「協働のアイデアを探そう！」を行い、「環境人材バンク」「園

児の遊べる森づくり」など４つの案が出されました。

　実践的な協働アイデアとなるには長い道のりがあるものの、

受講生それぞれが協働を考えるヒントを得たように思います。

場所池下ピアザにて、参加者延べ89名（全５回）。

   「企業とＮＰＯの協働による環境活動」

　　～貴重な経験談から、協働を考えるヒントを得る～
　５月２９日総会後に開催した講演会。講師は、ＰＳＣ理事であり名古

屋工業大学大学院の教授でもある堀越哲美氏。冒頭では「ヒートアイラ

ンド」について丁寧に解説していただき、名古屋市の気温や風向風力分

布図などを交えながら市内の気候状況をご説明いただきました。

　気温測定では、同時多点観測でより正確な値を得るために、市民と行

政、大学が協働して測定。時間と空間を一緒に決めることができ、「道

具（測定器）を同時に多く使用できない」という課題を解消できたそう

です。

　続いて、都市の中の風や緑の効果、そのネットワークの効果について

考えました。大規模な緑地や公園だけでなく、小規模な緑地もクールス

ポットになっているそうで

す。

　最後に、まちづくりのデ

ザインをしていく上での地

元住民との対話の重要性を

大学として「中間支援組織」

としての役割を果たせれば、

と想いを語っていただきま

した。（松橋）

「環境の視点からの名古屋のまちづくり」
　　～ 産業界・市民との協働へ向けて～

講演会

　前任の阿部に替わり理事に就

任させていただきました。ＣＳ

Ｒについて、企業として何が出

来るか等、皆さまと一緒に勉強

させていただき、微力ながらＰ

ＳＣの活動にもお役に立てれば

と思います。弊社ビル１ＦのＮ

ＰＯ喫茶「カフェ・アイリス」

にも、是非お立ち寄り下さい。

黒田　潔
（三井住友海上火災保険㈱中部総務部長）

講
師
の
方
の
お
話
に
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心
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を
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け
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２０１０年度役員紹介
■理事

　市川　博美（グローバル教育センター代表）　

　岩原　明彦（(株)デンソー経営企画部ＣＳＲ推進室長）

　加藤　歌子（税理士）

　河井　孝仁（東海大学文学部広報メディア学科教授）

　川上　里美（(Ｎ)福祉サポートセンターさわやか愛知理事長）

　岸田　眞代（(Ｎ)パートナーシップ・サポートセンター代表理事）

　木村　敏正（(株)ジェー・シー・エム代表取締役）

　黒田　潔　（三井住友海上火災保険(株)中部総務部長）

　小林　宏之（(財)中部産業・地域活性化センター専務理事）

　高田　正人（トヨタ自動車(株)総合企画部ＣＳＲ室主査）

　林　　隆春（(株)アバンセコーポレーション代表取締役）

　堀越　哲美（名古屋工業大学大学院教授）

　山口　健　（日本労働組合総連合会愛知県連合会副事務局長）

■監事

　面高　俊文（(株)デンソーユニティサービス顧問）

　柴山　忠範（愛知県経営者協会専務理事兼事務局長）　　　　

１.「パートナーシップ大賞」事業
　　１)第７回パートナーシップ大賞

　　　パートナーシップ大賞運営委員会の開催、

　　　運営体制の整備、資金調達、他

　　２)事例集の出版（第６回パートナーシップ大賞事例集）

　　　出版日程：2010年６月末予定

２.コラボレーション事業
　　１)企業・市民・ＮＰＯ コラボ４００

　　２)あいち未来塾　地域プロデューサー形成事業

　　３)第５回企業＆ＮＰＯ協働アイデアコンテスト

　　４)マンパワーサポート事業

　　５)協働事業仕分け（役割分担）モデル市町ワークショップ

　　６)なごや環境大学講座

３.コーディネート事業
　　１)なごや環境大学

　　２)｢新春交流会｣の開催

４.コンサルティング事業　　　
　　１)保養所コンサルティング（愛知県都市職員共済組合）

　　２)三井住友海上　ＮＰＯ喫茶「カフェ・アイリス」支援

　　３)ＮＰＯ会員向け学習会・相談会

　　４)ＮＰＯ・企業・行政各種相談等

５.教育啓発事業
　　１)社会的事業者育成科

　　２)(株)デンソーユニティサービス

　　　「ビジネスマナー＆マインド研修」

　　３)その他講師派遣等

６.調査研究事業
　　1)新規調査事業の開拓を予定

７.情報受発信事業
　　１)「ＰＳＣ　Ｒｅｐｏｒｔ」の発行 （奇数月1日発行）

　　２)ホームページの運営＆メーリングリストの活用

　　３)各種報告書・ポスター・リーフレット等の発行

８.提言活動
　　１)行政各種委員としての提言活動

　　２)ウィルあいち（指定管理者の一員として）

　　３)各団体との連携

　　　日本ＮＰＯ学会(理事)、社会的責任向上のためのＮＰＯ/

　　　 ＮＧＯネットワーク、他

新理事着任挨拶

ＰＳＣ定時総会

　５月２９日（土）１３:３０より、２０１０年度ＰＳＣ定

時総会を開催しました（会場　ウィルあいちセミナールー

ム６）。

　会員９５名（出席３３名、委任状６２名）が参加。司

会は加藤歌子理事、議長は高田正人理事により、２００

９年度の事業報告および決算報告、２０１０年度事業計画

（案）および予算（案）、役員改選について審議が行われ、

いずれも承認いただきました。

　その後、ＰＳＣ理事堀越哲美氏の講演（要旨は別項に記

載）と懇親会を行いました。社会におけるＮＰＯの存在感の

高まりとともに、企業、行政とのパートナーシップが社会の

しくみとして確立されることに期待が寄せられる中で、懇

　　　　　　　　　　　　　　　　　親会でも協働につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　 て談話する 場面があ

  　　　　　　　　　　　　　　　　  ちこちで見られまし           

                                                       た。（下平）

２０１０年度　主な事業決定

ＮＰＯの存在意義を再確認

▲ 懇親会では会話がはず
み、ビールも一気に･･･

1

1

1

1

1

3

敬称略・五十音順

　私の５月は連休明けから始まった。というのは、４月後半から５月上

旬にかけて、久方ぶりの長期休暇をいただき、上海の娘のところに出か

けていたのだ。とはいえ、年度初めのＰＳＣのことが気にならないわけ

はなく、慣れないＭａｃと格闘しながらのメールのやり取りや、ついに

は携帯の国際通話で進行状況を確認するという始末。その間に今年度最

大の事業（？）社会的事業者育成科が５/６(木)に入校式を迎え、無事ス

タッフが乗り切ってくれた。帰国翌日にはその講師をし、午後にはなご

や環境大学総会（５/１０）へ。５/１２(水)にはなごや環境大学講座も

始まった。これは、５回シリーズで「パートナーシップ大賞」の環境分

野における入賞者らを招聘しての「企業とＮＰＯの協働」推進のための

講座である。

　５/１５(土)には、その「第７回パートナーシップ大賞」実現に向けて、

協力大学・ＮＰＯに対する事前研修と運営委員会を開催。新たな「パ

ートナーシップ大賞」の歴史の１ページを刻んだ。５/１６(日)には、

e-ラーニングの非常勤講師を務めている東北大学のシンポジウムに参

加。とんぼ返りで翌５/１７(月)は保養所月例ミーティングに伊良湖へ。

５/１８(火)は午前に企画プレゼンを行い、夕方はＰＳＣの今年度初の理

事会。５/２４(月)はまたまた保養所研修。翌５/２５(火)はその保養所

の昨年度の報告をクライアントに。そこで、これまで別の人に担当して

もらっていた経営会議の主担当を私に「やれ」とのお達し。仕事がさら

に増えることに・・・いいのか悪いのか！5/27(木)には昨年度の事業

で好評だった「協働事業模擬仕分け」のステップアップ事業の受託が決

定。５/２９(土)のＰＳＣ定時総会にかろうじて間に合った。

　６月に入るとまたまた大型（？）の事業の受託が決定。中小企業のコ

ンサルティングに本格的に関わることになった（1面参照）。６/５(土)

にはあいち未来塾２期生のグループミーティングに参加して、直面して

いる課題に新しい視点を提示。６/１０(木)は中部電力環境懇談会。直前

に観た原発問題を取り上げた映画の話題を提起。翌６/１１(金)は東京で

開催のＳＲ（社会的責任）円卓会議にオブザーバー参加。６/１３(日)に

はおうみ未来塾１１期生の入塾式（滋賀県大津市）に出席。６/１４(月)、

６/２０(日)～２１(月)は、またまた

保養所。６/１６(水)はＰＳＣ会員

が主宰のサロンで講演。６/１７

(木)はいよいよ協働フォーラム開催

が１ヵ月後に迫ったコラボ４００

の運営委員会。ＮＰＯと企業の協

働を名古屋市が支援する時代に、

ようやくなってきたのだ。

        （2010.6.23　岸田眞代） ▲パートナーシップ大賞事前研修･運営委員会

ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ” （２０10年５月６月）

 

 


